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議事資料 

「三沢市教育大綱」に基づく施策の実施状況 

令和５年１０月２７日 

三沢市教育委員会 

 

 三沢市教育大綱は、本市の教育行政を推進するための基本指針となるもので、第２次

三沢市総合振興計画の基本理念である「未来へつなぐ 心安らぐ 国際文化都市」の実

現に向け、教育の目標である大綱を示したものであります。 

内容としては、将来、児童生徒が創造性や個性を生かしつつ、社会の中で自立して豊

かな人生を送れるよう、「『確かな学力』の育成」「『豊かな心』の育成」「『健康で活力ある

体』の育成」の３つの育成方針を以って構成され、教育委員会が策定した「三沢市教育

振興基本計画」と連動させ、三沢市の現状と課題を明確にした上で、「家庭、学校、地域、

行政の力」を結集して効果的かつ効率的に教育施策を推進するため策定しております。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三沢市総合教育会議 

（市長・教育委員会） 

連動 

（教育大綱の位置づけ） 

 

 

 

 

 

 第二次三沢市総合振興計画基本計画 

基本構想 

基本計画（政策）

「みんなが学べる 

 まちをつくる」 

三沢市教育大綱 

「未来へつなぐ 心安らぐ 国際文化都市」 

第二次三沢市総合振興計画 基本理念 

三沢市教育振興基本計画 国・青森県教育振興基本計画 

参酌 
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１ 学校施設整備に係る現状と方針 

⑴ 学校施設の実態 

ａ 小中学校の一覧 

三沢市の学校は、小学校７校（計 38,152 ㎡）、中学校５校（計 28,143 ㎡）の合計

１２校（合計 66,295 ㎡）の学校施設を保有。 

令和５年５月１日現在、小学校の児童数１，９０７名で学級数は９４学級、中学校

の生徒数９９３名で学級数は４６学級、小中学校の合計で児童生徒数２，９００名、

学級数１４０学級。 

 

普通 特別支援

18 0 12 2 22 2 20 4 19 1 14 1 105 10 115

6 2 8

52 4 57 1 47 2 48 2 43 2 52 3 299 14 313

12 2 14

56 3 69 2 76 7 85 3 70 2 84 6 440 23 463

17 4 21

88 4 67 4 96 5 81 1 107 2 73 3 512 19 531

19 4 23

41 0 57 5 62 3 63 1 60 5 52 2 335 16 351

12 3 15

2 0 6 0 7 1 5 1 7 0 7 0 34 2 36

4 1 5

14 0 17 1 18 0 19 0 15 1 12 1 95 3 98

6 2 8

271 11 285 15 328 20 321 12 321 13 294 16 1,820 87 1,907

76 18 94

85 8 82 6 78 4 245 18 263

8 3 11

72 4 64 4 50 6 186 14 200

7 3 10

13 0 9 0 12 2 34 2 36

3 2 5

47 2 32 1 57 0 136 3 139

5 1 6

119 4 104 5 118 5 341 14 355

11 3 14

336 18 291 16 315 17 942 51 993

34 12 46

総数 607 29 576 31 643 37 321 12 321 13 294 16 2,762 138 2,900

堀口中学校
4 4 3

中学校計
13 11 10

第三中学校
1 1 1

第五中学校
2 1 2

第一中学校
3 3 2

第二中学校
3 2 2

1

小学校計
12 13 12 13 13 13

おおぞら小学校
1 1 1 1 1

2

三川目小学校
1 1 1 1

三沢小学校
2 2 2 2 2

3

岡三沢小学校
3 3 3 3 4 3

木崎野小学校
2 3 3 3 3

1

上久保小学校
2 2 2 2 2 2

古間木小学校
1 1 1 1 1

学年別 学級別
計

1 2 3 4 5

学校名

　　　　　　　　　　上段）　　児童生徒数　　普通／特別支援 　　　上段）人数

　　　　　　　　　　下段）　　普通学級数 　　　下段）学級数

6

・令和５年５月１日現在
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ｂ 児童生徒数の変化 

市内小学校の児童数のピークは、昭和３５年（６，０３９名）で、直近の１０年間

では、平成２５年度時から約２０％減少し、今後も児童数の減少が見込まれる。 

市内中学校の生徒数のピークは、昭和３８年（２，９８６名）で、直近の１０年間

では、平成２５年度時から約２２％減少し、今後も生徒数の減少が見込まれる。 

 

 

将来推計は、国立社会保障・人口問題研究所のデータ基に、当市の児童数等を推計

したもの。 

なお、令和５年度から令和１１年度までの住民台帳からみた人口推計では、小学校

で約１６０人、中学校で約６０人減少すると推計されている。 

 

 

 

 〇小学校児童数：令和５年５月１日現在  １，９０７人 

 （将来推計 令和２７年  １，２３５人） 

 〇中学校生徒数：令和５年５月１日現在    ９９３人 

 （将来推計 令和２７年    ６１４人） 

 

1976 1981 1986 1991 1996 2001 2007 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045

昭51 昭56 昭61 平3 平8 平13 平19 平27 令2 令7 令12 令17 令22 令27

小学校 4,015 4,291 3,851 3,532 3,364 3,080 2,969 2,407 2,066 1,886 1,712 1,516 1,375 1,235

中学校 1,942 1,958 2,104 1,799 1,727 1,537 1,452 1,170 1,081 1,001 896 754 680 614

合計 5,957 6,249 5,955 5,331 5,091 4,617 4,421 3,577 3,147 2,887 2,608 2,270 2,055 1,849

これまでの推移（児童・生徒数） 将来推計（児童・生徒数）
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〇小学校児童数の推移予測 ＜R12 以降の新入学児童は予測値＞          （単位：人） 

  R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 

古 間 木 小 115  116  105  93  83  89  82  81  75  72  

上 久 保 小 313  302  307  301  306  301  285  289  288  292  

木 崎 野 小 463  465  480  468  457  464  477  460  448  446  

岡 三 沢 小 531  534  519  536  527  534  537  542  533  519  

三 沢 小 351  358  355  342  324  318  310  295  278  272  

三 川 目 小 36  34  28  24  18  15  17  15  17  18  

おおぞら小 98  100  92  77  65  50  41  30  26  26  

  計 1,907 1,909 1,886 1,841 1,780 1,771 1,749 1,712 1,665 1,645 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇中学校生徒数の推移予測                      （単位：人） 

 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 

第 一 中 263  266  255  231  239  222  218  205   197  211  

第 二 中 200  207  214  209  221  213  189  181   178  186  

第 三 中 36  35  42  48  53  55  50  47   37  27  

第 五 中 139  126  137  145  154  157  154  141  132  115  

堀 口 中 355  348  353  348  352  338  323  322  360  370  

  計 993  982  1,001 981  1,019 985  934  896  904  909  
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ｃ 学校施設の配置状況 

平成２５年度から令和４年度の過去１０年間の児童生徒数の増減を見ると、市内

中心地域に配置された小中学校の減少率が大きくなっている。 

 

  

学校位置の色分け：児童数の増減率 

    増加 

0％ ～ -20％ 

-21％ ～ -30％ 

-31％ 以上 

（2013 年度→2022 年度） 

おおぞら小 三中 

一中 

二中 

五中 

堀口中 

三川目小 

三沢小 

木崎野小 

岡三沢小 

上久保小 

古間木小 
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ｄ 建物概要 

市内小中学校１２校中、築４０年を経過している学校は５校あり、その他の学校に

ついてもほとんどの学校が築２０年を超える状況である。 

 

〇小学校 

学校名 住所 建物名 建築年度 築年数 

古間木小学校 
三沢市古間木一丁目

152 番 139 

校舎 

屋内運動場 
Ｈ５年度 築２９年 

上久保小学校 
三沢市大町一丁目 3 番

9号 

校舎 

屋内運動場 

Ｓ５８年度 

Ｓ６１年度 

築３９年 

築３６年 

木崎野小学校 三沢市東町四丁目 2番 

校舎 

 

屋内運動場 

Ｓ５４年度～ 

Ｓ５５年度 

Ｓ５５年度 

築４３年～ 

築４２年 

築４２年 

岡三沢小学校 
三沢市岡三沢三丁目 

1 番 1 

校舎 

屋内運動場 

Ｓ４４年度 

Ｈ元年度 

築５３年 

築３３年 

三沢小学校 
三沢市大字三沢字園沢

93 番 12 

校舎 

屋内運動場 
Ｈ１２年度 築２２年 

三川目小学校 
三沢市鹿中二丁目 145

番 459 

校舎 

屋内運動場 

Ｓ４１年度 

Ｓ４６年度 

築５６年 

築５１年 

おおぞら小学校 
三沢市大字三沢字庭構

1084 番 33 

校舎 

屋内運動場 
Ｈ１７年度 築１７年 

 

〇中学校 

学校名 住所 建物名 建築年度 築年数 

第一中学校 
三沢市松園町二丁目 1

番 34 号 

校舎 

 

屋内運動場 

Ｓ３９年度～ 

Ｓ４３年度 

Ｓ４９年度 

築５８年～ 

築５４年 

築４８年 

第二中学校 
三沢市大字三沢字園沢

97 番 2 

校舎 

屋内運動場 

Ｈ９年度 

Ｈ１０年度 

築２５年 

築２４年 

第三中学校 
三沢市大字三沢字庭構

1084 番 33 
校舎 Ｈ２４年度 築１０年 

第五中学校 
三沢市字古間木山 141

番 111 

校舎 

屋内運動場 

Ｓ４６年度 

Ｓ４９年度 

築５１年 

築４５年 

堀口中学校 
三沢市大字三沢字堀口

94 番 143 

校舎 

屋内運動場 
Ｓ６１年度 築３６年 

 

※築年数は令和 4年度末時点 
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⑵ 学校施設の目指すべき姿 

学校施設整備は教育行政のソフト面の施策と連携しながら進めることが不可欠で

あることから、目指すべき姿はハード面の整備内容だけではなく、連携するソフト面

の施策と関連付けて整備する。 

また、質の高い教育を実現するためには、目指すべき姿にソフト面の施策に対応し

た項目だけでなく、耐震化、老朽化対策やバリアフリー化など学校施設として備えて

おくべき基本的な条件に関する項目についても盛り込む。 

さらに、基本的な教育条件としての側面のほか、学校が社会全体で子供たちの学び

を支援する場となり、地域の振興・再生にも貢献するコミュニティの拠点として役割

を果たすよう、地域の実情に応じ、学校施設と他の公共施設等の複合化を進めていく

こと等についても検討する。 

１．安全性 

〇災害対策 

・地震・洪水等に強い学校施設 

○防犯・事故対策 

・安全で安心な学校施設 

２．快適性 

○快適な学習環境 

・学習能率の向上に資する快適な学習環境 

・バリアフリーに配慮した環境 

○教職員に配慮した環境 

・教職員に配慮した空間 

・教職員等の事務負担軽減などのための校務

の情報化に必要なＩＣＴ環境 

３．学習活動への適応性 

○主体性を養う空間の充実 

・子どもたちの自発的な学習や読書活動を促

すための環境 

・子どもたちが自ら学ぶ主体的な行動を促す

ための空間 

○効果的・効率的な施設整備 

・習熟度別指導や少人数指導などの、きめ細か

い個に応じた指導を行うための空間 

・多様な学習集団・学習形態を展開するための

空間 

・各教科等の授業を充実させるための環境 

○言語活動の充実 

 ・子どもたちの自発的な学習や読書活動を促

すための環境 

○理数教育の充実 

・充実した観察・実験を行うための環境 

○運動環境の充実 

・充実した運動ができる環境 

○伝統や文化に関する教育の充実 

・伝統や文化に関する教育を行うための環境 

○外国語教育の充実 

・外国語活動等における体を動かす活動や、ペ

アやグループでの活動など、児童生徒が積

極的にコミュニケーションを図ることがで

きるような空間 

○学校図書館の活用 

・地域に開かれた学校とするための環境 

・地域の生涯学習の拠点となる学校施設 

○キャリア教育・進路指導の充実 

・充実したキャリア教育･進路指導を行うため

の環境 

○食育の充実 

・食育のための空間 

○特別支援教育の推進 

・バリアフリーに配慮した環境 

○環境教育の充実 

・地球環境問題への関心を高めるためのエコ

スクール 

４．環境への適応性 

・環境を考慮した学校施設（エコスクール） 

５．地域の拠点化 

・地域に開かれた学校とするための環境 
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⑶ 学校施設整備の基本的な方針等 

ａ 学校施設の規模・配置計画等の方針 

市内小中学校施設の規模・配置計画等については、地域の代表者や学校関係者、学

識経験者等を含めた有識者で構成する「三沢市学校規模適正化検討委員会」を令和元

年度に立ち上げ、当市としてふさわしい学校の規模の検討を行ない、現在の「三沢市

学校施設長寿命化計画」に反映させている。 

今後においても、定期的に委員会を設置し、その時々にあった学校施設の規模や配

置計画等に対し幅広い意見を集約したうえで、「三沢市学校施設長寿命化計画」の見

直しを行い、学校施設整備の基本的な方針を決定する。 

 

ｂ 改修等の基本的な方針 

学校施設の改修にあたっては、「⑴学校施設の実態」を踏まえつつ、「⑵目指すべき

姿」を将来にわたって持続的に実現していくため、「三沢市学校施設長寿命化計画」

に基づき、中長期的な視点にたって改修を進める。 

なお、長寿命化計画については、改築や統合等の方向性を見定め、その施設に適切

な改修方法を選定し、適時、計画の見直しを行う。 

 

〇 長寿命化の方針 

今般の厳しい財政状況の下では、従来の改築を中心とした老朽化対策では、対応し

きれない施設が大幅に増加する恐れがある。中長期的な維持管理等に係るトータル

コストの縮減・予算の平準化を実現するため、改築より工事費が安価で、廃棄物や二

酸化炭素の排出量が少ない長寿命化改修への転換を図るようにすることが必要であ

る。 

 

 〇 予防保全の方針 

施設をできる限り長く使うため、適切な維持管理を行っていくことが重要であり、

そのためには、老朽化による劣化・破損等の大規模な不具合が生じた後に修繕等を行

う「事後保全」だけではなく、損傷が軽微である早期段階から予防的な修繕等を実施

することで機能・性能の保持・回復を図る「予防保全」の導入を積極的に検討する。

「予防保全」を行うことにより、突発的な事故や費用発生を減少させることができ、

施設の不具合による被害のリスクを緩和することや、改修、日常的な維持管理の費用

を平準化し、中長期的なトータルコストを下げることが可能となる。一方で、毎年の

維持管理費として一定程度の費用を見込む必要があることに留意する必要がある。 
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改修の種類と用語のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改築中心から長寿命化への転換のイメージ 
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⑷ 三沢市学校施設の整備方針 

ａ 基本的な方針 

〇目標使用年数  ８０年  ⇒  改築（建て替え） 

 

〇改修周期   ・長寿命化改修  １回／４０年 

        ・大規模改修   １回／２０年 

        ・改善及び修繕  適宜 

 

ｂ 市内小中学校の整備方針 

〇小学校： 

岡三沢小学校 

木崎野小学校 

上久保小学校 

・躯体調査及び基本構想完了。 

・２校が築４０年経過しており、またその他１校も築３

９年と老朽化が激しい。（岡小：H6～8 大規模改修） 

・長寿命化改修の早期実施が必要。（木小：R5 実施設計） 

古間木小学校 

三沢小学校 

・２校とも築２０年を経過し、経年による老朽化が見ら

れる。 

・なるべく早い段階で大規模改修の実施が必要。 

おおぞら小学校 
・不具合が生じている箇所の改善及び修繕により対応。 

・大規模改修に向けた検討。 

三川目小学校 

・築５０年を経過し、老朽化が著しい。 

・現在、三沢小学校との統合に向け、検討委員会を設置し

協議、検討中。 

 

〇中学校： 

第一中学校 

第五中学校 

・躯体調査完了。（R5 基本構想） 

・２校とも築４０年経過しており、老朽化が著しい。 

 （一中・五中：H2～4 大規模改修） 

・長寿命化改修の早期実施が必要。（改築を含めた検討） 

堀口中学校 

第二中学校 

・２校とも築２０年を経過し、経年による老朽化が見ら

れる。 

・第二中学校は早い段階で大規模改修の実施が必要。 

・堀口中学校は R9 で築４０年になることから、長寿命化

改修に向けた躯体調査の実施を行う。 

第三中学校 ・不具合が生じている場所の改善及び修繕により対応。 
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２ 全国学力・学習状況調査結果と考察 

【三沢市教育大綱：「確かな学力」の育成】 

 

（１）令和５年度全国学力･学習状況調査結果 

 
①教科に関する調査について 
教科に関する調査〔国語、算数・数学、英語の平均正答率（％）と全国比〕 

  ※全国比は、全国平均正答率を１００とした場合の三沢市の全国比 

  ※英語については、「聞くこと」、「読むこと」、「書くこと」の合計 

     学年 

教科  

小学校６年生 中学校３年生 

三沢市 青森県 全国 全国比 三沢市 青森県 全国 全国比 

国語 ６９ ７０ ６７．２ １０３ ７２ ７０ ６９．８ １０３ 

算数・数学 ６６ ６３ ６２．５ １０６ ５１ ４９ ５１．０ １００ 

英語     ４９ ４２ ４５．６ １０７ 

 

 

 

 

○全国学力･学習状況調査経年変化［平成２６年度～令和５年度の全国比］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○小学校国語と算数は、直近１０年間、常に全国比１００を上回っている。 

〇小学校理科は、過去３回とも全国比１００を上回っている。 

○中学校国語は、平成２８年度以降、全国比１００を常に上回っている。 

○中学校数学は、全国比１００前後で推移している。 

〇中学校理科は、過去３回ともに全国比１００を上回っている。 

○中学校英語は、過去２回とも全国比１００を上回っている。 

○令和５年度は、小学校、中学校ともに全教科で、全国正答率を上回った。特に、小学校では算数が、

中学校では英語が、高い全国比となった。 

中学校

教科 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 教科 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

国語Ａ 100.1 97.8 100.5 100.8 101.2
国語Ｂ 95.7 96.8 103.0 102.5 102.9
数学Ａ 97.3 101.4 96.6 99.1 99.8
数学Ｂ 100.0 100.0 97.7 97.7 100.2
理科 103.0 105.9 理科 106.1

英語 103.6 107.5

100.0

国語 103.0 101.0 104.3 103.2

数学 100.0 98.0 107.7

未
実
施

小学校

教科 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 教科 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

国語Ａ 107.7 106.7 108.2 104.3 104.7

国語Ｂ 106.4 107.2 106.1 102.6 106.0

算数Ａ 105.8 103.9 103.0 101.8 100.8

算数Ｂ 107.6 102.9 101.1 106.8 102.9

理科 106.7 104.4 理科 109.0

国語 116.0 107.0 106.7 102.7

算数 104.0 103.0 104.4 105.6

未
実
施
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②児童生徒質問紙調査について 
 

○児童生徒質問紙調査集計  学力向上と関連があると考えられる項目 

［肯定的な意見（％）、全国比］ 

  

質 問 事 項 

肯定的意見(％) 全国比 

上段（小） 

下段（中） 

 １ 自分には、よいところがある 81.8  98.0  

84.5 105.6 

 ２ 先生は、あなたのよいところを認めてくれている 87.3 97.2  

93.9 107.5 

 ３ 将来の夢や目標を持っている 84.2  103.3  

74.7 112.7 

 ４ 困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相

談できる 

69.8  101.9  

68.8 107.8 

 ５  家で自分で計画を立てて勉強している 70.4 99.6 

54.4 98.9 

 ６  新聞を読んでいる 14.4 114.3 

7.8 96.3 

 ７ 読書は好き 

 

62.9  87.6  

74.0 112.1 

 ８ 外国の人と友達になったり、外国のことについてもっと知ったり

してみたい 

77.0 106.2 

67.3 100.7 

 ９ 日本やあなたが住んでいる地域のことについて、外国の人にもっ

と知ってもらいたいと思う 

79.1 101.3 

64.5 102.1 

１０ 授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、週３回程度使用

した 

91.0 105.4 

97.3 111.2 

１１ 授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考え

をまとめる活動を行っていた 

74.6  100.3 

75.3 109.0 

１２ 学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めた

り、広げたりすることができていた 

83.1  101.6  

85.5 107.3 

１３ 学習した内容について、分かった点やよく分からなかった点を見

直し、次の学習につなげることができていた 

79.7 103.0 

73.3 105.9 

中学校質問紙調査 英語に関する項目 

 

１４ 英語を聞いて（一文一文ではなく全体の）概要や要点をとら

える活動が行われていたと思う 

  

87.8 112.3 

１５ 原稿などの準備をすることなく、（即興で）自分の考えや気

持ちなどを英語で伝え合う活動が行われていたと思う 

  

75.0 117.6 
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１６ 自分の考えや気持ちなどを英語で書く活動が行われていたと

思う 

  

89.9 108.6 

１７ 聞いたり読んだりしたことについて、生徒同士で英語で問答し

たり意見を述べ合ったりする活動が行われていたと思う 

  

87.1 107.9 

１８ 聞いたり読んだりしたことについて、その内容を英語で書いてまとめ

たり自分の考えを英語で書いたりする活動が行われていたと思う 

  

87.5 110.3 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）結果の要因Ⅰ 

（学力向上（授業の充実）を目指した各校の取組） 

【取組例】 

・日課表の変更による、教材研究の時間等の確保。 

・専科指導、少人数指導、一部教科担任制、ＴＴによる指導など教育的ニーズに合った

指導体制の充実。 

・主体的･対話的で深い学びのための、「めあて」と「まとめ」、「見通し」と「振り返り」

を工夫した授業づくり。 

・ユニバーサルデザインの視点（焦点化・視覚化・共有化）を取り入れた授業づくり。 

・ＩＣＴの効果的な活用。（一人一台端末、大型テレビ、プロジェクター等） 

・相互授業参観の活性化、教科や学年の枠を超えた情報交換。 

・生徒に対する「学習アンケート」、教師に対する「授業改善アンケート」を年３回実施

することによる実態把握。 

・校内研修（研究）の活性化。 

 

 

○全体的に、小学生よりも中学生の方が全国比が高い傾向にあり、小学校での指導が中学校におい

てさらに充実してきていることが分かる。 

○将来の目標に関する項目は、小中ともに全国比１００を超えており、三沢市の児童生徒は、目標

に向かって前向きに生活していることが分かる。 

○家庭学習については、その都度課せられた課題にはきちんと取り組むが、学習内容を自分で決める

機会は少ないものと考えられる。 

○新聞を読むことについては、定期購読している家庭の減少が考えられる。 

〇外国のことを知りたい、日本のことを知らせたいと考えている児童生徒は全国比１００を超えて

おり、小学校１学年から行っている英語活動科の学習が、児童生徒の外国や日本に対する興味関

心を高めていると思われる。 

○ICT の活用に関する項目は、全国値を大きく上回っており、調べる学習での活用が最も多い。 

〇中学校の英語に関する項目は、全国比１００を大きく上回っている。小学校６年間の英語の学習

を基に、中学校での授業がさらに充実している成果だと思われる。 
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【校内研究主題一覧】 

学 校 名 研究主題 ～副題～ 主な研究教科

等 

古間木小学校 
よりよい集団や学校生活をめざし 

自主的、実践的に取り組む子供の育成 
～話合いを生かした学級活動の工夫を通して～ 

特別活動 

上久保小学校 
学びを楽しむ児童の育成 

～受動から能動へ（算数科の授業実践を通して）～ 
算 数 

木崎野小学校 
数学的に考え伝え合い，学ぶことの楽しさを実感できる算数学習 

～数学的活動の充実を通して～ 
算 数 

岡三沢小学校 
「楽しく学び、深く考える子供の育成」 

～ユニバーサルデザインの視点を取り入れた算数授業を通して～ 
算 数 

三沢小学校 
みずから学び、みんなで考える楽しさを実感できる子どもの育成 

～国語科における相手を意識した言語活動を取り入れた授業実践を通して～ 
国 語 

三川目小学校 
主体的によりよく伝え合う子供の育成 

－国語科での「共有」の指導を通して－ 
国 語 

おおぞら小学校 
分かる喜び・学ぶ楽しさあふれる子どもの育成 

～理科・生活科における主体的・対話的な学びを通して～ 

理 科 

生活科 

第一中学校 
主体的に学習に取り組み、学びを深める生徒の育成 

－「思考の活性化」を促す学習展開の工夫を通して－ 

社 会 

学級活動 

第二中学校 
「主体的・対話的で深い学び」型授業の実践 

－教科におけるユニバーサルデザイン化を通して－ （２年目） 

特別の教科 道徳 

国 語 

第三中学校 
主体的に思考・判断したことを表現できる生徒の育成 

～「まとめ」と「振り返り」につながる展開の工夫～ （３年目） 
国 語 

第五中学校 
「協働して『学びの自覚』をもつ生徒の育成」                         

～習得したことを生かし活用するための工夫～ 
国 語 

堀口中学校 
自他のよさや可能性を認め、高め合う生徒の育成 

～対話的な学びを促す授業の改善を通して～ 
数学・理科・英語 

 

 

（３）結果の要因Ⅱ 

（学力向上（授業の充実）を目指した教育委員会の取組） 

 

 

平成３０年度より、当市において正答率が低かった問題について、誤答の要因、指導

に当たっての留意点等をまとめて冊子にして市内小中学校に配付し、授業改善を促して

いる。 

三沢市全体の課題を共有することによって、各校が切磋琢磨しながら、学力向上に取

り組むことができている。 

① 「全国学力･学習状況調査 三沢市の結果と分析」のフィードバック 
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研修会等 主な内容 

三沢市小・中学校 

研修主任研修会 

平成２７年度より実施 

・学力向上に向けた授業のポイントについての担当指導主事

からの説明 

・校種別情報交換 

三沢市小・中学校 

算数・数学研修会 

平成２６年度より実施 

・学習状況調査の結果についての説明 

・講義･演習「主体的･対話的で深い学びについて」 

 

三沢市小・中学校タブ

レット端末活用研修会 

令和３年度より実施 

・実践発表 市内小･中学校 各代表教員 

・講義・演習「ICT の効果的な活用について」 

 

校内研究サポート事業 

令和４年度より実施 

・指導主事が学校に訪問し、校内研究全般に関わる内容につい

て助言・支援 

  ［新しく取り組む指導内容に関する研修会］ 

   ・三沢市小学校プログラミング教育研修会（令和元年度、２年度） 

   ・三沢市 ICT 公開授業研修会（令和３年度） 

［英語に関する研修会等］ 

   ・小学校英語研修講座を年２回実施 

・小中学校英語教育講演会を年１回実施 

・英語活動科公開授業研究会を年１回実施 

・英語教育推進員会を年４回実施 

  

当市の実態を踏まえた上で、各種研修を開催することにより、各小中学校の教員の

指導力向上を図っている。また、研修内容を充実させることで日々の授業改善につな

がっている。また、小中学校の教員が共に参加することによって、小中間の情報交換

及び互いの取組状況の共有にもなり、小中連携の強化につながっている。 

【教員による研修内容評価 平均３．７６（最大４．０）】 

 

 

 

 

年度始めに、市内全教員に「学校教育指導の方針と重点」冊子を配付し、三沢市教育

委員会の取組内容の周知徹底を図っている。冊子の中には、「各教科の指導のポイント」、

青森県学習状況調査の結果を踏まえた各教科の課題と今後の取組等について掲載して

いる。 

指導のポイント等は、指導の具体策やヒントとして各教員に活用されており、日常

の授業改善にもつながっている。 

② 教員に対する研修の充実 

③「学校教育指導の方針と重点」の周知徹底 
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毎年 1学期中に、すべての市内小中学校を訪問し、主体的･対話的で深い学びの実現

に向けて、全教員の授業を参観し、指導･助言を行っている。 

実際に授業を参観して、顔を合わせて個別に具体的なアドバイスすることにより、

各教員の授業改善への意欲を喚起している。  

 

 

 

○いじめを除く問題行動指導数（中学校） 

 
平成２０年代前半は、中学校における問題行動が多く、各校はその対症療法的な指

導に追われる状況が見られた。このような状況を改善すべく、本市では平成２６年度

より「来るのが楽しい学校」をキャッチフレーズに、「自己有用感と自己肯定感」を

高める積極的な生徒指導及び教育相談体制の整備強化に取り組んできた。また、ネッ

トトラブルの未然防止対策を訴える「スマほっと運動」も併せてスタートさせた。 

問題行動数は平成２５年度をピークに減少し、平成２７年度以降は落ち着いた状態

であり、教員は、授業づくりや学級づくりに軸足を置けるようになった。 

 

（４）今後の取組 

 
 

 ○『従来の指導実践（ノートに書き表す活動・相手を見て伝え合う活動）』と 

『ICT の効果的な活用』をバランス良く組み合わせた授業づくり 

○児童生徒の学習意欲を育てる授業づくり 

 

 

 

○『絆づくり』 ～信頼関係～ 

○『居場所づくり』 ～自己有用感～ 

○『夢をあきらめない心づくり』 ～チャレンジ＆エラー＆チャレンジ～ 

④学校訪問等での指導･助言 

⑤生徒指導の充実 

児童生徒の可能性を広げる授業の充実 

児童生徒の夢を広げる生徒指導の充実 


